


【 1 】

• １．仕訳入力時の伝票Ｎｏ．について

• ２．入力月の表示と固定（誤入力防止）

• ３．勘定科目選択「良く使う」の過年度情報引き継ぎ

• ４．固定摘要のコード入力専用欄新設

• ５．ヘッダー会計単位の仕様整理

• ６．集計画面の表示条件変更

• ７．工事完成時等に実行する自動仕訳ボタンの新設

• ８．総勘定元帳からのドリルダウン修正

• ９．印刷に関する仕様変更

• １０．減価償却費の仕訳書き出し①～⑥

• １１．課税取引金額計算表の作成①～⑤



【 2 】

仕訳入力時の伝票Ｎｏ．について、各月の初期値をあらかじめ設定できるよう
にするとともに、通期連番の選択を可能としました。これに伴い、従来版で必要
だった各月の最初の伝票番号の手入力は不要となりました。

マスター関係登録＞事業者基本情報＞仕訳入力情報



【 3 】

仕訳入力画面の「月日」欄にプルダウンの月度と異なる月の日付を入力した場
合に、プルダウンの表示が変わる仕様としました。

また仕訳入力画面で「月固定」にチェックを入れると選択された月以外の伝票
日付が入力できなくなります。

日常業務＞仕訳帳 ※他の仕訳入力画面も同様です。



【 4 】

仕訳入力画面の「勘定科目」欄でマスタウィンドウの表示条件として「良く使
う」を選択した場合、従来は当年度の使用状況だけを反映していましたが、過年
度の使用状況も反映されるように改良しました。

日常業務＞仕訳帳 ※他の仕訳入力画面も同様です。



【 5 】

仕訳入力画面の「摘要」欄に固定摘要をコード入力するための専用欄を新設し
ました。「摘要コード」欄にコードを入力すると「摘要」欄に反映されます。複
数コードの入力も可能です。

日常業務＞仕訳帳 ※他の仕訳入力画面も同様です。



【 6 】

仕訳入力画面のヘッダー部分の「会計単位」欄について、明細行の会計単位の初期値
選択にのみ使用する仕様とし、これに伴って「全体」は廃止されました（ここでは仕訳
の絞り込みは行われません）。

また各仕訳入力画面で会計単位の選択肢が複数ある場合、明細行の貸借別の「会計単
位」欄にカーソルが止まる仕様としました。

日常業務＞仕訳帳 ※他の仕訳入力画面も同様です。

「一般」を選択した場合

画面上部の会計単位／部門は仕訳の明細会計単位／部門の初期値を規定します。

「不動産」を選択した場合

「会計単位／部門」による仕分け絞り込み表示は今
後、「条件入力」での対応を予定しています。



【 7 】

「財務報告書」等の集計画面について、画面起動時の初期表示条件による自動
集計を行わず、条件指定後に「集計」ボタンを押して初めて集計する仕様としま
した（初期表示条件と異なる条件で集計したい場合の集計待ちを減らすための措
置です）。

日常業務＞財務報告書 ※他の集計画面でも同様の変更が行われています。



【 8 】

工事完成時等に実行する自動仕訳について、従来は実行条件に該当する場合、
自動的に洗い替えの起票処理が行われていましたが、任意のタイミングで「自動
仕訳」ボタンを押して実行する仕様としました。実質的に無関係な集計表示を行
う場合でも処理待ちとなることを避けるための措置です。

日常業務＞財務報告書 ※他の集計画面でも同様の変更が行われています。

未作成の自動仕訳がある場合、「個人決算書」の会計データ連動はできません。



【 9 】

総勘定元帳から明細行を選択して、ドリルダウンによる仕訳内容の確認・修正
を行うことができるようになりました。

日常業務＞総勘定元帳・補助元帳



【 10 】

印刷ダイアログ（各画面）の「印刷」「クイック印刷」「テスト印刷」「ＰＤ
Ｆ出力」を統合し、「印刷」ボタンのみとしました。同ボタンでＰＤＦが作成さ
れます。これは今後のブラウザ対応範囲拡大に向けた措置です。

日常業務＞財務報告書 ※各機能の印刷条件設定画面で同様の変更が行われています。



【 11 】

・初回起動時は自動で画面表示されます。設定後は、「仕訳連動基本設定］ボタンから起動します。
・仕訳連動は「連動しない」、有形固定資産の仕訳方法は「間接法」、連動月は「91月（決算月）」が
初期値になります。

減価償却費仕訳連動

仕訳連動基本設定



【 12 】

・資産種別ごとに仕訳連動される金額、借方科目、貸方科目が表示されます。
借方科目、貸方科目にはシステムで標準設定されている科目が初期表示されます。

・システムの標準科目設定と異なる科目で連動する場合、変更する行を選択し、
「連動科目設定入力」画面で変更します。

連動科目設定

変更した内容が反映されます。

全設定をシステムの標準科目設定に戻した
い場合に使用します。



【 13 】

仕訳連動

【初回実行の場合】

【再実行の場合】

・連動される金額が画面に表示されます。
・［仕訳連動］ボタンをクリックすると、連動科目設定にもとづき、減価償却費の仕訳が作成されます。
・仕訳連動後、再度連動が必要な場合は、画面に警告メッセージが表示されます。再実行した場合は、
減価償却費の仕訳データが全件洗い替えになります。

再連動が必要な場合は、
警告メッセージが表示されます。



【 14 】

月次確定および仕訳連動の状態を画面に表示します。

・仕訳連動を「する」に設定している場合、仕訳連動月の確定状態を一覧上部に表示します。
また、仕訳連動済みの資産には「仕訳連動済み」を表示します。

・仕訳連動済みで、固定資産台帳が変更された場合、終了時に確認メッセージが表示されます。

仕訳連動済みの資産の場合、
「仕訳連動済」を表示します。

仕訳連動月が月次確定済みの場合、
「XX月確定済」を表示します。

連動実行後に固定資産が変更された場合



【 15 】

仕訳連動予定／実績のリストを出力できます。

「固定資産一覧（詳細）」に仕訳連動の状態を出力します。



【 16 】

【所得税基本情報】

「会計から個人決算書の連動」が「自動連動」に設定されている場合、 『減価償却費
仕訳連動』が実行済みかチェックします。仕訳連動を「する」に設定していて、『減価償
却費仕訳連動』が未実行の場合、個人決算書起動時の会計データ連動は行われません。

【個人決算書】

仕訳連動を「する」に設定している場合、固定資産、会計（仕訳）、個人決算書の減価
償却費の整合性をチェックし、不整合のときは確認メッセージを表示します。

【月次・決算確定】

仕訳連動を「する」に設定していて、減価償却費仕訳連動後に固定資産台帳が更新され
た場合、仕訳連動月の「確定区分」にチェックをつけると、確認メッセージを表示し、確
定済みにできないようにします。

【仕訳帳】

「出力条件設定」の「データ種別」に「減価償却費自動仕訳」を追加し、仕訳連動され
た減価償却費のデータのみ抽出できるようにします。



【 17 】

［消費税計算情報］ ［申告書選択］ ［基礎金額登録］ ［申告書・付表］ ［入力完了］

【メニュー】決算業務＞消費税申告書

［所得区分別売上］画面 ［所得区分別仕入］画面

以下のフローで作成します。「所得区分別売上」画面および「所得区分別仕入」画面は計
算表を作成する場合に表示できます。



【 18 】

画面イメージ

計算表を作成する場合は「計算表を作成する」チェックボックスにチェックを付けます。

計算表は個人決算書を連動して作成します。個人決算書が未作成の場合は「申告書選択」から先に進めません。また個
人決算書が完了となってていない場合は「申告書選択」で確認メッセージが表示されます。



【 19 】

・基礎金額登録 ［簡易課税の場合］

背景色が緑色の項目は強制入力ができます。

計算表を作成する場合の「基礎金額登録」の画面イメージは以下のようになります。



【 20 】

課税取引金額計算表（事業所得用）

・帳票は旧税率（5％）がある様式にのみ対応します。

課税取引金額計算表（農業所得用） 課税取引金額計算表（不動産所得用）

印刷イメージ（その1）



【 21 】

課税売上高計算表 課税仕入高計算表

・帳票は旧税率（5％）がある様式にのみ対応します。

印刷イメージ（その２）



【 22 】

【おことわり】

本資料の画面写真等は資料作成時点のものです。ご利用になる時点で変更となっている場
合がありますのでご注意ください。


